	行動心理学からみた「成功のキーワード」とは？


あなたにとって「成功の秘訣とは？」　①～⑥のうちのどれに近いですか？

ＰＣＭ（Process Communication Model　プロセス、コミュニケーション　モデル　　　http://www.kahlerjapan.com/
1971年、テービー・ケーラー博士は「プロセス」を発見。
人と人とのやり取りにおける一連の言動全体を指し、それにはポジティブなものとネガティブなものがあります。この発見のユニークなところは、人間の言動は文字通りその一瞬一瞬ごとに、生産的か（コミュニケーション）非生産的か（ミスコミュニケーション）を目で見える形ではっきりと捉えることができること。

それらは一連の流れであり、測定できるものであり、予測可能な一つのパターンととらえた。
またP C M (計画作成手法)は、人がストレス状態に陥った時に取る行動を正確に予測できる唯一のモデル。

単にパーソナリティ構造によって人を「選別する」ことではありません。
一人の人が持つ６つのキャラクターのうちにエネルギーの強いものと弱いもの、つまり発揮・経験しやすいものとしにくいものといった傾向がある、ということを知ることで、「だからこの人はこういう言動をするんだな」「だから私はこうなのか」｢だからこうしよう｣というように相手や自分の特性を肯定的に認め、理解し、受け容れること、それがPCMの目的です。
PCMでは「パーソナリティの構造」を建物（コンドミニアム）に喩えて表します。
NASAでもPCMを採用しています。

認知スタイル＝外界（もの・他人・状況など）を捉える際の 言わば「枠組み」「フィルター」「色眼鏡」
■人とコミュニケーションを取るには、６つのパーソナリティタイプを観察し、どういった言葉がそれぞれのタイプに特徴的かを知ること。（※脳内物質のはたらきと大きな関係がありませんか？…）

パーソナリティは６つのタイプの混合物　⇒　視覚化　⇒　自分や相手を認め、受け容れること
■今自分がコミュニケーションを取ろうとしている相手の認知スタイルに働きかけるにはどうすればよいかが分かる。
■「何を」言うかということより、それを「どのように」言うか
「相手が受け容れる・認知するスタイルに合致させるか」ということの方がずっと重要。

心理的欲求＝心のエネルギーであり、「動機付け」「付加価値」となるもの
■これが充分に満たされないとストレス状態に陥る。

■人は心理的欲求がポジティブな形で満たされないと、同じ欲求をネガティブな形で満たそうとする。
· ３つの階層からなるストレスの筋書きという形で捉えることが出来る。
· 第1段階（ストレス度１）､第2段階（ストレス度２）､第3段階（ストレス度３）になるともう誰もOKではありません。
この状態が続くのは数分間のこともあり、1時間ぐらいの場合もあるでしょう。
いずれにせよそれは観察可能なのですから家族や従業員ならストレス状態の時にどういう行動が多くなるか、予測可能。

ストレスの正確な予測
それぞれのパーソナリティタイプには、明確な、動機付けとなる心理的欲求があります。動機付けの最も簡単な方法は、その人のフェーズ（phase）が何かを知ることです。（フェーズ＝心理的欲求＝｢成功への秘訣｣＝｢キーワード」）がその人にとって最も重要かを示すもの｣。それが満たされないと、非生産的な行動が表面化するようになり、それらは予測可能になるのです。
成功とは　まず今の暮らしに感謝でき、自分なりに健康で、自分なりに物心ともに豊かで、自分に見合った愛に満ちた暮らしができることに幸せを感じ、自分らしい夢や目標を持ち、自分のパーソナリティに合った方法　=　キーワードを知り、それを活かして夢や目標を実現し、いっそう自分や人を幸せにして生涯現役で人生の幕を閉じること。　自分らしさ＝内観法へ
夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが　当方　幸せ研究所　
知多クリック内　http://www.chitac.com/　上皆みな様からの学びです。ありがとうございます。2008.6.20

①まず思考すること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒　ワーカーホリック


「成功を収めるための秘訣は、論理的一貫性を持ち、明確に思考し、一所懸命になることである。」


②まず意見を持つこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒　パシスター


「成功を収めるための秘訣は、強い信念と価値観を持ち人生における自分の使命に献身的に携わることである。」�③まず思いやりの心を持つこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒　リアクター


「成功を収めるための秘訣は、思いやりの心を持ち、誰に対しても気遣いと愛情を持って接することである。」�④まず楽しむこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒　レベル


「成功を収めるための秘訣は、楽しむことである。楽しんでやれば生き生きとして、何でもうまくいく。」


⑤まず行動すること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒　プロモーター


「成功とは、自分の手で掴むものである。行動を起こし、自分の力を見せよ。」�⑥外からの動機付けを待ってじっとしていること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒　ドリーマー


「抵抗することなく人生を流れるように生きることができる時が成功と言える。」








